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要 旨

本稿は,外 国人力士の目本語習得過程 を,社 会的ス トラテジーを中心 に

検証した研究である。調査対象者 として,幕 内ならびに十両の外国人力士

のほかに,力 士が形成する目本人ネットワークの うち,普 段 目本語でイン

ターアクションを行 っている目本人 にも力士達の目本語習得過程に関する

インタビューを行 った。その結果,一 般の目本語学習者 とは異なる,力 士

特有の学習行動が,彼 らの目本語習得に大きく影響 していることが明 らか

になった。力士たちは,体 系的な目本語学習経験 はないものの,一 般の学

習者 と比べ,目 本人とのさまざまな接触場面で,周 囲のリノースを有効に

利用 しながら自然習得 を行っていた。さらに,社 会文化的なイ ンプット

が,イ ンターアクション能力の習得に効果的であることも検証された。こ

うした研究成果を,一 般成人のための目本語教育にどのように応用すべき

1)本 研究 は,伊 藤謝恩育英財団2000年 度 日本研究 の助 成交付 に もとづい て行

われ たもので ある。
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かについてもあわせて考察 し,目 本各地でボランティァを中心に行われて

いる 「目本語教室」の教育内容 と方法,あ るいは地域在住の外国人に対す

る目本語学習の支援のあ り方についても提言した。さらに,目 本相撲協会

に対しても,外 国人力士に対する今後の指導 ・育成面での助言の可能性を

模索した。

1は じめ に

日本語能力が高いといわれる外国人学習者は,教 室以外の接触場面でど

のような学習ス トラテジーを使用 しているのであろうか。本稿は,そ うし

た学習者のうち,一 般的に目本語能力が高いと言われる外国人力士に注 目

し,そ の目本語習得過程を社会的ス トラテジーか ら分析 した実証研究であ

る。彼 らの習得環境は,一 般の成人 目本語学習者 とは異なり,教 室場面に

おける目本語教師との接触が全 くない。さらに,日 本語の教科書を系統立

てて使用したこともなく,自 らの日本語能力 に関する習熟度や理解度に関

する客観的な評価 を受けたこともない。こうしたことから,そ の習得過程

は・教師の管理が及ばない自然習得場面でのインターアクシ ョンが中心に

なっていることが予想 される。しかし一方では,目 本人 とのインターアク

ションの中で,日 本語に漬け浸される環境が提供 されており,教 師によっ

て管理 されない場面で習得する学習者の一事例研究 として今後大きく展開

させる必要がある。本稿は,外 国人力士の目本語習得過程 を解明 し,社 会

的ストラテジーがその習得にどのように影響するかについて検証する。ま

た彼 らの習得方法を,ど のように一般の目本語教育に応用すべきかにっい

てもあわせて考察する。

2外 国人力士 と日本相撲協会

外国人力士の目本語習得過程について検証する前に,こ こでは財団法人

目本相撲協会に所属する外国人力士が,ど のようにして入門し,修 行 して

いるかについて概観する。外国人力士が入門す る際の手続 きとしては,
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「外国人 にして力士を志望するものは,確 実な保証人2名 と連署 にて,師

匠である年寄 りを経て,力 士検査届を協会に提出 しなければならず,協 会

検査に合格 し,協 会所属力士として登録される場合は,外 国人登録済証明

書 を協会に提出しなければならない。」(財団法人 目本相撲協会寄付行為施

工細則55条 昭和33年1月 改正)と ある。 さらに,理 事会 の方針 に従 っ

て,各 相撲部屋は,一 部屋あたりの外国人力士の入門を,二 人までに制限

し,協 会全体で40人 とすることが決 められている。目本語能力 について

は,相 撲協会は,新 弟子検査を受ける前に,相 撲教習所の授業が理解でき

る程度習得 していることを義務づけているが,と くに強い規定ではないよ

うである。

新弟子検査 に合格 した力士は,相 撲教習所で6ヶ 月間の研修が義務付

.けられている。相撲教習所は協会所属力士として新 しく登録 された者 を教

育するために設立されたものである。教習の うち,実 技指導の目的は,相

撲の基本 を習得 させ,各 々の相撲部屋での稽古に耐えるだけの体力 ・気力

を養い,更 に相撲道の研究に打ち込んで行 く気迫 を持 たせることにある。

実技指導は年寄と現役の幕下力士が指導員 として当た り,相 撲の基本動作

や実技の習得を担 当する。一方教養講座では一般常識を養い,専 門講師に

よる,相 撲史,国 語(書道),社 会,生 理学,自 然科学,相 撲甚句などとい

った,常 識ある相撲人 を育成するための一般教養科 目を,毎 目1科 目ず

つ受講する。

では,こ うした外国人力士は何名 ぐらい所属 しているのであろ うか。

2000年11月(九 州本場所)場所の時点で,相 撲協会 に所属する外国人力

士は,十 両以上が7人(横 綱2人,平 幕2人,十 両3人),そ れ以外 は,

幕下5人,三 段 目2人,序 二段9人 の計23名 に上っている。その割合は

協会 に所属する幕内から序の口までの中で,全 体の3%余 りを占めるまで

になっている。ちなみに,2000年11月 場所の時点までに,相 撲協会に

登録された外国人力士の出身国と入門者数は表1に 示すとお りである。
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表1国 別外国人力士総数(2000年11月 現在)

アメ リカ モ ン ゴ ノレ ブラジル 台湾 韓国 トンガ 中国 フィ リ ピン

35 14 13 12 9 7 5 3

アルゼンチ ン 西 サモ ア カナダ 香港 イ ギ リス ス リラ ン カ ロシ ア パ ラグアイ

2 2 1 1 1 1 1 1

3社 会的ス トラテジーと言語習得

ここでは,外 国人力士の目本語習得過程を調べる上で,キ ーワー ドとな

る学習ス トラテジーについて言及する。これまでの言語教育観 では,学 習

者の言語習得過程 における,参 加者 としての学習者と教師の役割分担が比

較的はっきりしていた。そこでは,学 習者 の言語学習計画や実践面で大 き

な役割 を果たすのは教師であり,言 語 を習得すべき学習者は,ど うしても

受身の立場にならざるをえなかった。これは,言 語習得は,言 語教育によ

ってのみ完成 されるものであるとい う考 え方に支配 されているという傾向

を反映している。 しかしなが ら,1970年 代から,こ れまで考えられてき

た以上に,学 習者の習得過程で,学 習者 自身が大きな役割を果たしている

ことが広 く理解されるようにな り,や がて学習者は,自 らの言語習得にも

っと積極的に関わるべきであるという考え方が支持されはじめた。学習者

の習得過程を誰が管理するのかという問題 と深 く関わる学習ス トラテジー

の概念は,そ のような状況下で現れたのである。Oxford(1990)は,学

習者が自らの言語習得 を管理する学習ス トラテジーとして,直 接 ことばに

働 きかける直接ス トラテジーと,習 得のための条件や環境を整 える,間 接

ス トラテジーに分類 している。その中でも,習 得過程で起 きた問題 を,ネ

ーティブスヒ㌧ カーや他の学習者とのインターアクシ ョンによって調整 し

た り,学 習者同士が協力するといった社会的ス トラテジーは,問 接ス トラ

テジーに分類できる。

Oxfordの 学習 ス トラテジーの分類項 目(StrategyInventoryof

LanguageLeaming)(Oxford1990)は,と くに認知ス トラテジーや記
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憶 ス トラテ ジ ー な どの よ うな直 接 ス トラテ ジ ー の研 究 者 に 支 持 され て き

た 。一 方,習 得 の環 境 を整 え る間 接 ス トラテ ジ ー につ い て は,そ の役 割 の

大 き さ に もか か わ らず,理 論 的 フ レー ム ワ ー ク が未 完 成 で あ る こ と に加

え,分 類 項 目が不 十 分,か つ 未整 理 で あ った こ とか ら,研 究 対 象 と して十

分 注 目され な か っ た 。例 えば,ネ ウス トプ ニー は,現 在 の社 会 的 ス トラ テ

ジ ー 項 目 の 中 に は,「 ネ ッ トワー ク を形 成 す る」,「ネ ー テ ィ ブ ス ピー カ ー

と友達 に な る」 な ど とい っ た ス トラテ ジー が含 まれ て い な い と,そ の弱 点

を指 摘 して い る(ネ ウス トプ ニー1995b:261)2)。 また,90年 代 後 半 の英

語 教 育 で発 表 され た学 習 ス トラテ ジ ー研 究 を検 索 して も,社 会 的 ス トラテ

ジー に関 す る実 証 研 究 は あ ま り確 認 で きな い こ とか ら も,間 接 ス トラテ ジ

ー 研究 は,十 分 に進 展 して こなか った とい え る 。 しか し なが ら,現 代 型 パ

ラ ダイ ム の 目本 語 教 育 の 中 で,教 師 が管 理 す る場 面 以外 で の習得 も重 要 で

あ る とい う意識 が高 ま る と,徐 々 に実 践研 究 が試 み られ る よ うに な って き

た。 た と え ば,宮 崎 ・ヒ。ロ ッタ 丸 山(1996)の 研 究 で は,in-country

programで 目本 に留 学 した オー ス トラ リァ人 大 学 生 が使 用 す る社会 的 ス

トラテ ジ ー の 変化 を1年 問縦 断的 に研 究 し,習 得 場 面 の変 化 が,使 用 す

2)Oxfordの 社 会 的 ス トラ テ ジー は以 下 の6種 類 で あ る 。

1質 問 をす る(Askingquestions)

1-1明 確 化 あ るい は確 認 を求 め る(Askingforclari血cationorveri一

且cation)

1-2訂 正 して も ら う(Askingforcorrection)

2他 の人 と協 力 をす る(Cooperatingwithothers)

2-1学 習 者 同士 が 協力 す る(Cooperat至ngwithpeers)

2-2外 国 語 に堪 能 な 人 と協 力 す る(Cooperatingwithpr面cient

usersofthenewlanguage)

3他 の人 々 へ感 情移 入 をす る(Emphasizingwith・thers)

3-1文 化 を理 解 す るカ を高 め る(Deve1・pingculturalunderstand-

ing)

3-2他 の人 々 の 考 え方 や 感 情 を知 る(Becomingawareofothers'

thoughtsandfeelings)

(宍戸 通 庸 ・伴 紀 子 訳 『言 語 学 習 ス トラ テ ジ ー』 凡 人 社1994の 訳 に

よ る)
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る学 習 ス トラテ ジー の種 類 と頻 度 に どの よ うに影響 す る か を調査 した とこ

ろ,在 目 中 の ス トラ テ ジー の使 用頻 度 は,必 ず し も滞 在 期 問 に は比 例 せ

ず,む し ろ減少 す る傾 向 が確 認 され,帰 国後 の ス トラテ ジー の維 持 に 関 し

て は,維 持 活 動 のバ リエ ー シ ョ ンが少 な く,ほ ぼ全 員 の調 査 対 象 者 が困 難

さを感 じて い た こ とが わ か っ た。

さ らに,海 外 で の 目本 語 教 育 で は,目 本 人 コ ミュ ニ テ ィ との接 触 が,重

要 な社 会 的 ス トラ テ ジ ー の習 得 につ な が る とい う認 識 か ら,日 本 人 コ ミュ

ニ テ ィ との接 触 を デ ザ イ ン した い くつ か の プ ロ グ ラ ム が報 告 され て い る

(岸本1995,植 田1995,ト ム ソ ン木 下1997,宮 副 ウ ォ ン1998,宮 崎

1999)。 植 田(1995)は,タ イ のカ セ サ ー ト大 学 で デ ザ イ ン した,2泊3目

の ホー ム ステ ィ プ ロ グ ラ ムが,地 域 の 目本 人 と のネ ッ トワー ク を広 げ,目

本 語 学 習 意 欲 の 向 上 に 効 果 が あ っ た と報 告 し て い る。 同 じ く,岸 本

(1995)も,大 学 の初 級 後 半 レベ ル の 目本 語 学 習 者 に,日 本 人 コ ミ ュ ニ テ

ィ との コ ン タク トの 中 で,週 に数 回 目本 人 家 庭 へ の家 庭 訪 問 を義 務 づ け る

とい う,養 子 縁 組 制 度 を導 入 した プ ロ グ ラム で の効 果 を報 告 して い る。 残

念 なが ら,植 田や 岸 本 の論 文 で は,学 習 ス トラ テ ジ ー をキ ー ワ ー ドとす る

研 究 を志 向 した もの で は な いが,教 室 外 で の 日本 人 との イ ン ター ア クシ ョ

ン の機 会 を増 や し,自 律 学 習 を促 進 させ た プ ロ グ ラ ム の好 例 とい え る。 さ

ら に,ト ム ソ ン木 下(1997),宮 副 ウォ ン(1998)な ど は,海 外 の 目本 人 コ

ミ ュニ テイ との 接 触 を,リ ソー ス とい う観 点 か らど の よ うに効 果 的 に利 用

す べ き か を論 じ,目 本 人 ネ ッ トワー ク とのイ ン ター ア ク シ ョン をシ ラバ ス

の 中 に体 系 的 に組 み込 む必 要 性 を説 い てい る。

では,外 国人 力 士 の 目本 語 習 得 過 程 にお い て,社 会 的 ス トラテ ジ ー は ど

の よ うな役 割 を果 た して い る の で あ ろ うか 。彼 らは,一 般 の 目本 語 学 習 者

と比 べ,目 本 人 との さ ま ざ ま な接 触 場 面 で のイ ン ター ア ク シ ョン の 中 で,

周 囲の リソー ス を有 効 に使 っ てい る こ とが 予 想 され る。 しか し一 方 で は,

目本語 教 室 で の学 習 体 験 を経 な い に も関 わ らず,ど の よ うに 目本 語 を習 得

してい る の か とい う疑 問 が あ らわ れ る。 こ こ で は,そ う した問 題 を明 らか
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にするため,実 際にデータ収集を行い検証 してみた。

4デ ータ収集

外国人力士は,ど のような日本人ネットワークの下にでインターアクシ

ョンしているのであろうか。そ うした習得過程 を実証的に解明するため

に,目 本相撲協会広報部を通 じて取材許可を得,幕 内ならびに十両の現役

外国人力士に,目 本語による録音及び録画インタビューを行 い分析 した。

調査対象者の詳細は以下のとお りである。

表2外 国人力士調査対象者一覧

力士A 力士B 力士C 力士D

イ ン タ ビ ュー 日時 2000.5.30 2000.12.8 2000。10.15 2000.12.11

イ ン タ ビ ュー 場 所 早稲田大学 若松部屋
み の

陸奥部屋 玉ノ井部屋

出身国 モ ンノゴノレ モ ン ゴノレ アルゼンチ ン ブラジル

母 語 モ ンゴル語 モ ンゴル語 スペ イ ン語 ポル トガル語

年 齢* 25歳 20歳 35歳 25歳

所属部屋 大島部屋 若松部屋 陸奥部屋 玉ノ井部屋

在 目年数* 8年 4年 14年 9年

番 付* 西前頭6枚 目十両西三枚目 幕下西筆頭 十両西六枚目

母国での日本語学習歴 なし な し な し な し

*年 齢,在 目年数及び番 付は,イ ンタ ビュー当時 のもの

以上の対象者に加え,力 士 と関係が深い,親 方,現 役ないしは元親方夫
みちのく

人(若 松,玉 ノ井,陸 奥部屋3人),付 け人(若 松部屋1人),元 幕内力士

(1人),目 本相撲協会教習所親方(高 砂部屋所属1人),力 士の髭を結 う部

屋付きの床山(高 砂部屋1人),及 び相撲部屋の近所 に住み,目 常彼 らと

接する機会の多い日本人(2人)に もインタビューを行った。インタビュー

はすべて目本語で行われ,録 音されたテープ(30分 ～90分)は,研 究調査

者の目本人補助員(3人)に よって,2週 問以内に文字化され,目 本語の習

得行動に関する部分のコメントを中心に分析 した。
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5分 析

外国人力士ならびに彼 らの目本語習得に関わる日本人関係者のインタビ

ューを分析 した結果,彼 らの目本語習得には,以 下のような共通 した特徴

があることが判明した。

5.1学 習動機

外国人力士は,目 本人 とのインターアクション場面で起きる問題を解決

していかなければならないため,目 本語の習得に対する強い動機が見 られ

た。彼 らは一般の目本語学習者と比べ,さ まざまな場面(教 習所,国 技館,

稽古場,ち ゃλ。こ場,後 援会との交流,そ の他相撲関係者 との接触場面)

で起きるインターアクション問題 に適応する行動が要求 されている。ま

た,番 付が上がっても,他 の力士にはない接触場面でのイ ンターアクショ

ン,例 えば,目 本語による口上,挨 拶,色 紙書き,イ ンタビュー,各 界で

活躍する目本人 との対談な どが発生し,そ れに伴 う目本語のインターアク

ション能力も要求されるようになる。具体的には,そ うした場面での新た

な習得項 目として,よ り高度な社会文化事情や敬意表現などが挙げ られる

だろう。幕内上位に位置する外国人力士は,そ れまで,主 に耳か らのイン

プットによって,目 本語インターアクシ ョン能力を習得 してきたが,よ り

複雑な接触場面でも対応できるような調整能力を習得するための強い動機

付けが求められるのである。

5.2社 会文化情報

力士たちは,入 門するとす ぐに相撲教習所 で,国 技 としての相撲の歴

史,風 俗,習 慣,し きた りなどを学ぶ。それは,角 界 とい う伝統社会でイ

ンターアクシ ョンする 「相撲界の目本事情」教育 といえる。また,相 撲部

屋 での生活 を通 じて伝統社会での人問関係 も身につける。インターアクシ

ョン能力の習得には言語能力,コ ミュニケーション能力の他 に社会文化能

力 の習得も欠かせないが,一 般の学習者 と比べると,目 本社会や文化に対
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する知識 をインプットする機会ははるかに多いといえる。

5.3目 本 人 ネ ッ トワー ク

相 撲界 に入 った外 国人 力 士 は,様 々 な 目本 人 との ネ ッ トワー ク を構 築 し

て い る こ とが 明 らか に な った 。 そ の 中 で も,部 屋 の親 方,兄 弟 子,付 け

人,お か み さλ・と呼 ば れ る親 方夫 人,床 山,行 司,呼 び 出 し,教 習所 な ど

をは じめ とす る相 撲 協会 関係 者 が,も っ と も頻 繁 に接 触 す る 日本 人 ネ ッ ト

ワー ク とい え る。 さ らに,こ うした ネ ッ トワー ク の 次 に,ち ゃん こ番 に な

る と近所 の 商店 街 の 人 々 との付 き合 い も加 わ る。 また,本 場 所 が 始 ま る と

相 撲 関係 者,タ ニ マ チ,そ れ か ら一般 の フ ァ ンな ど とい った イ ン ター ア ク

シ ョンが 加 わ り,地 方 場 所 や 巡業 で は,地 元 の後 援 会 と の接 触 も増 え る 。

この よ うな バ ラエ テ ィ ー の あ るネ ッ トワー ク環 境 を持 つ 目本 語 学 習者 は極

めて まれ だ とい え るか も しれ ない 。 ネ ッ トワ ー ク を築 くス トラテ ジ ー は,

学 習 ス トラ テ ジ ー の 中 で も,習 得 に 大 き く影 響 す る(ネ ウ ス トプ ニ ー

1995a,宮 崎 ・ネ ウス トプ ニ ー1999)が,一 般 の 目本 語 学 習 者 と異 な り,

外 国 人力 士 は,す で に こ う したネ ッ トワー ク が形 成 され て い る点 が特 徴 だ

とい え る 。 こ う した ネ ッ トワー ク は,本 人 の 意 思 に よ る 場 合 も あ る が,

「さ ま ざ ま な 方 に可 愛 が られ るよ うに っ き あ わ せ て い た だ く」(親 方 夫 人)

とい った配 慮 もあ る。

こ のネ ッ トワー クの 中 で,と りわ け 大 きな役 割 を果 た して い た の が,お

か み さん とい わ れ る,親 方 夫 人 の存 在 で あ る(宮 崎2001)。 イ ン タ ビ ュー

に応 じて くれ た お か み さん は,厳 し く稽 古 の指 導 をす る親 方 に対 し,外 国

人 力 士 の 目本 語 の面 倒 をい ろ いろ と見 た と報 告 して い る 。 そ の 中 で も,と

くに 留 意 した の が,敬 語 の使 い方 で あ った とい う。 これ は,協 会,後 援 会

な ど とい った方 々 との っ き あ いの大 切 さ を教 え込 む た め で あ った 。相 撲 の

世 界 は上 下 関係 が厳 しい た め,お か み さん は,殊 の外 神 経 質 に な って い た

の で はな い だ ろ うか 。 あ わせ て,相 撲 界 の しき た りか らは じ ま り,後 援 会

との 付 き合 い方 ま で細 か な心 遣 い を し,指 導 して い た の で あ る。
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5.4目 本語に浸 る環境

日本人 とのネ ットワークが形成 されていても,日 本語によるインターア

クションがなければ,効 果的な習得はできない。外国人力士の場合,相 撲

部屋関係者 と常に生活を共にするため,目 本語に漬け浸す環境が整ってい

るといえる。例えば,朝 稽古,ち ゃんこ番,兄 弟子の世話,電 話番,お か

みさんをはじめとした部屋の関係者とのインターアクションなど,常 に目

本語を使 う機会に恵まれている。さらに,同 じ国の出身者 と固まらない傾

向があるということも見逃せない。モンゴル出身の力士は,同 部屋の兄弟

子によって,モ ンゴル語厳禁に伴 う罰金制度が導入 されたことにより,同

郷出身力士問でも,目 本語を使 うよう指導された。こうした状況が設定 さ

れることで,常 に目本語によるインターアクションが義務付けられるよう

になっていったのである。 これは,バ イ リンガル教育の中で発達 してき

た,イ マージョンプログラムの理念と通 じるところである。相撲部屋での

外国人力士 とおかみさんや兄弟子をはじめとする,さ まざまな日本人 との

インターアクションは,ま さにイマージョンプログラムそのものである。

場面についても,教 習所,稽 古場,国 技館,さ らには後援会の集まりなど

といった非伝統的教室場面でのインターアクションになっている。こ うし

た特徴は,教 師だけが目本人参加者 という意識をもたせず,様 々な日本人

との接触によってインターアクシ ョン能力の向上を目指すイマージョンプ

ログラムの目的 と合致している。

6日 本語教育への応用・

これまで外国人力士の 目本語習得について検証 してきたが,一 般の目本

語学習者 とは異なる習得過程であることが明 らかになった。外国人力士

は,周 囲の環境をうまく応用し,工 夫 しながら習得 していることが明 らか

になった。その習得環境は,一 般の成人 日本語学習者 とは異な り,教 師が

全 く管理 しない自然習得場面で,目 本語に漬け浸されるインターアクショ

ンが中心であった。学習者にどのように自然習得の機会を与え,自 律学習
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をさせるかについて,目 本人 とのネッ トワーク,学 習 リソース,社 会的ス

トラテジーなどを考察 した場合,外 国人力士の目本語習得は,理 想的なモ

デル として考えられるのではないだろうか。

では,こ のような学習者の習得過程 を,ど のように目本語教育に応用 し

てい くべきであろうか。目本語教師によって言語習得を管理されていない

とい う彼 らの習得過程の特徴は,自 律学習 を考える場合の参考になる。教

室の外でも目本語学習に応用できるリノースは多いはずだが,そ うしたリ

ソースを有効に使 って継続的に自律学習 している,バ ランスの取れた学習

者は以外 に少ない。この外国,人力士は,さ まざまなリソースを利用し,そ

れを習得に役立てている。成人や年少者,ま たは,専 門分野別 日本語教育

を考えた場合,ま ず社会的ス トラテジーの習得 の意義を理解 させ,コ ース

デザインの中に取 り入れるべきである。

これからは,学 習者にどのように自然習得(ま たは自動習得)の機会 を与

え,自 律学習をさせるかについて,.目本人 コミュニティーとの接触,リ ソ

ース,社 会的ス トラテジー,教 室場面の参加者の多様化などといったキー

ワー ドに基づいたコースをデザイ ンしていかなければならない。そうした

意味で,外 国人力士の目本語習得は,目 本語教育への新 しいアプローチの

ヒン トを提供 している。ただし,こ うした力士たちの環境は,相 撲社会へ

の一種の同化プログラムであり,一 般の日本語学習者にとっては,必 ずし

も最適なモデルを提供 しているわけではないこともあわせて考えるべきで

ある。なぜならば,外 国人力士に求められる社会文化 リテラシーは,相 撲

社会への適応プログラムの中で習得されるもので,一 般の接触場面 とは大

きく異なる同化政策 といえるからである。 しかしながら一般の学習者 の言

語習得過程 も,教 室場面で教師による管理を通 した,一 種の目標社会への

同化過程 と解釈できるのではないだろうか。ただその過程は,外 国人力士

と比べるとかなり緩やかであるといえるかもしれない。

以上のことから,教 師 と学習者は,今 まで以上に,学 習者の学習過程に

注 目し,さ らに,学 習者は,・自己の学習をどうやって管理すべきかを真剣
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に問いかけなければならないとい う提言を引き出すことができる。学習者

が積極的に自己管理 を行 うようにな り,自 律学習ができるようになれば,

必然的に教師の役割 も変わってくるであろう。

7結 論

以上,外 国人力士の目本語習得研究から,こ れまで考えられていた以上

に,社 会的ス トラテジーの重要性 を認識する必要があることが明 らかにな

った。同時に,そ うしたス トラテジーの習得には,教 師は常に必要不可欠

な存在ではなく,む しろ学習者 自身の意識の変革が必要であることもわか

ってきた。学習者の習得は教師が管理すべきだとい う考え方を支持するグ

ループは,言 語教育とは,「教育」であるという意識 を依然強 くもってい

るかもしれない。しかしながら,本 研究の結果か ら,学 習者自身も,自 ら

の習得過程 で積極的な役割 を果たしており,さ らに,効 果的な自律学習 を

目指す学習者は,こ れまで考 えられてきた以上に学習ス トラテジーを強 く

意識すべきであると結論付けられ る。これからの目本語教育では,習 得過

程を,学 習者 自身が強い関心 を払 って管理するよう意識 させる必要があ

る。それ と同様 に,目 本人ネットワークとのインターアクションをシラバ

スの中に体系的に組み込んだ試みがなされるべきである。できるだけ多

く,日 本人 と接触する機会 を作 り出す。そ うした接触 は,言 語能力だけで

はなく,社 会言語や社会文化的な知識 も提供 し,友 人の作 り方も学べる。

こうした研究成果 は,留 学生のための目本語教育ばか りでなく,日 本各

地でボランティァを中心 に行われている 「目本語教室」の教育内容 と方

法,あ るいは地域在住の外国人に対する目本語学習の支援のあり方を考え

る場合の参考になるはずである。地域 とのインターアクションが必要な日

本語学習者 に,ど うやってネットワークを構築すべきかを意識させるアク

ティビティを,積 極的 にコースの中でデザインしていかなければならな

い。さらに,こ れか らの外国人力士の適切な指導 ・育成を考えた場合,相

撲部屋や地域での目本人 とのインターアクションは,彼 らの目本語習得 を
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促進させる結果 につながると再認識 させる必要がある。逆に,そ うした接

触が積極的に図れない場合 には,ス トラテジーの習得 も遅れることが予想

される。外国人力士の目本語習得過程から学ぶことは多い。
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